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書名 

Library : An Unquiet History    著者 Matthew Battles 
   W. W. Norton & Company Inc.   New York   ２００３年  
『図書館の興亡「古代アレクサンドリアから現代まで」』 訳者 白須英子 

   草思社 ２００４年１１月 東京 
 凡例 ▲参考になりうる図書 

△参考にはならないが派生して興味をひく図書 
 
第1章 図書館は宇宙に似ている 
 
第2章 アレクサンドリア炎上 
◎消えた巻子本 ⇒ アレクサンドリア図書館焼失の経緯 
 アレクサンドリアについて（別添１） 
 
◎人類初の図書館 ⇒ アッシリアの図書館 
 オリエントの歴史について（別添２） 
 
◎アレクサンドロス大王の残したもの ⇒ アレクサンドリアの図書館１ 
 
◎学者の天国ムーゼイオン ⇒ アレクサンドリアの図書館２ 
 
◎焚書坑儒と石碑の森 ⇒ 古代中国の事情 
 司馬遷の記述で李陵の名前が出なかった。東洋は付け足し？ 
 △「秀吉の悲劇」 津田三郎著 ＰＨＰ文庫 １９８９ 
   豊臣氏滅亡後に抹殺された豊臣家の栄華の記録について 
 
◎消えたアステカの絵文書 ⇒ メソアメリカの事情 
  前１０００オルメカ文明 ⇒ ６Ｃマヤ文明 ⇒ １５Ｃアステカ文明 
 △「紅孔雀」上・下 北村壽夫著 日本放送出版協会 １９７８ 

ＴＶ人形劇「新諸国物語より紅孔雀」1978.4.3～1979.3.16 
※新諸国物語は昭和３０年前後に少年少女を熱狂させた冒険時代劇。笛吹童子が有名。 

 
◎「クーマの巫女」の予言書 ⇒ ローマ帝国の図書館事情 
  ギリシアの神々について（別添３） 
  アポロとクーマの巫女 
▲「アポローン」 斎藤忍随著 岩波書店 １９８７ 
△「アポローンの竪琴」児童書  岡上鈴江訳 ぎょうせい １９８２ 



△「巫女」ラーゲルクヴィスト作 山下泰文訳 岩波書店 ２００２ 
                原著 １９５６ スウェーデン 

  クーマの巫女をモデルに、紀元１世紀頃のローマ社会を舞台にした小説。 
  方丈記（鴨長明）と羅生門（芥川龍之介）の関係に類似。 
 
第3章 知恵の館 
◎東西文明のひそかな融合 ⇒ ローマ帝国の終焉 
 イスラム世界の歴史について（別添４） 
 
◎バヌ・ムーサ三兄弟と知恵の館 ⇒ イスラム帝国の首都バグダッドでの図書館事情 
                  ヨーロッパからインド、中国までの文物の結集 
 
◎芸術品になった書物 ⇒ コルドヴァのオークション 
 
◎図書館のルネッサンス ⇒ メディチ家と図書館 
 
◎書物商ヴェスパシアーノの回想録 ⇒ 一人の書物商を通して見えるもの 
 
◎大学図書館の台頭 ⇒ 図書館の拡大組織化と目録整備 
 
◎『聖俗学問指南』とヴァチカン図書館 ⇒ １５世紀のヴァチカン図書館 
 ルネッサンス人間関係相関図 
 ウルビーノ公フェデリーゴ フェデリーゴの図書館 

(取引) 
 ヴェスパシーノ(書物商)=(取引)=コジモ･デ･メディチ=(友人)=ニッコロ・ニッコリーノ 
    (取引)         サンロレンツォ図書館     サンマルコ図書館 
 ニコラウス５世 
   (後継者)  ヴァチカン図書館 
 シクストゥス４世 
 
 
第4章 書物合戦 
◎英国国教会対ピューリタン ⇒ １５～１６世紀の英国を中心とした図書館事情 
 
◎古代派対近代派 ⇒ 印刷技術の発展がもたらしたもの 
 
◎書物合戦の始まり ⇒ 『先週金曜日セント・ジェイムズ図書館において古代派と近代派の

あいだで戦われた合戦の完全にして真実なる物語 Ｊスゥイフト』 
 ▲「書物合戦・ドレイピア書簡」 スウィフト著 山本和平訳 現代思潮社 １９６８ 
 △「書物合戦」 樋口覚 集英社 ２００４ 
 
◎コーヒーハウスのご託宣 ⇒ 新聞『マーキュリー』  
 
◎スゥイフト対ベントリー ⇒ Ｊ．スゥイフトの実績 
 



◎クモ対ミツバチ ⇒ 「書物合戦」を通して見えるもの 
 人物相関図 
 Ｗ．テンプル(1628-1699)政治家        Ｒ．ベントリー(1662-1742)古典学者 

｜     ←「ファラリス書簡集」贋作→        ｜ 
伯父・甥                     子弟関係 

｜ 「書物合戦」風刺         批判    ｜ 
 Ｊ．スゥイフト(1667-1745)秘書              Ｗ．ウォットン 
         
 
第5章 みんなに本を 
◎悪魔に魂を売った詩人 ⇒ １９世紀のフィクションの詩人が夢見た未来 
 
◎図書館界のプロメテウス ⇒ 図書の大衆化にあって 
 （別添３）参照 
 
◎大量生産品になった書物 ⇒ 英仏にみる爆発的な蔵書の増加 
 
◎異色の館長パニッツィ ⇒ 大英博物館図書館館長パニッツィの実績 
 
◎公共図書館の誕生 ⇒ 近代公共図書館 
 
◎デューイの改革 ⇒ アメリカからの改革 
 
◎新時代の司書の資質 ⇒ １９世紀図書館のありよう 
 
第6章 知的遺産の焼失 
◎「本を焼くところでは、やがて人を焼く」 ⇒ ２０世紀の災禍 
 
◎ルーヴェン図書館の悲運 ⇒ ベルギールーヴェン図書館と二度の大戦 
 ▲「図書館炎上」Ｗ・シヴェルブシュ著 福本義憲訳 法政大学出版局 １９９２  
 
◎ナチス・ドイツの図書館政策 ⇒ 焚書と蒐集 
 
◎ゲットーの読者たち ⇒ 迫害の中のユダヤ人 
 △「アドルフに告ぐ」１～４ 手塚治虫著 文芸春秋 １９８５ 
 
◎抑圧の道具としての図書館 ⇒ アメリカにおける黒人差別 
 
◎サラエヴォ哀歌 ⇒ １９９２年のボスニア 
 
第7章 書物のあいだをさ迷いつつ 
◎書物の墓場「ゲニーザ」 ⇒ 意外な形で未来に伝えられた資料 
 
◎ホーム・ライブラリー ⇒ ２０世紀初頭米国の庶民と図書館 
 



◎人民宮殿 ⇒ ロシア系ユダヤ人移民が米国で体験した図書館事情 
 
◎『アーケード・プロジェクト』 ⇒ ベンヤミン（20Ｃ）の書物観 
 
◎ミューズの鳥かごは今 ⇒ ムーゼイオンとの対比 
 
訳者あとがき 
 
出典について 
 参考文献等の紹介。主に英語の原典 
  本書より 
「本書で参照した出典について、可能なかぎりたくさん挙げておく。とりわけ普通の読者の

範疇を越えるものについて、書名、著者名など文献検索に役立つものを記しておきたい。

それによって筆者がたどった道を知り、道すがら案内役をつとめてくれた他の著者たちの

重要性を認識していただければ嬉しい。」          訳者 
 
索引 
 
 
 



                                    （別添１） 
アレクサンドリアについて 

① 名前の由来は？  
アレクサンドロス（アレキサンダー）大王 

 
② アレクサンドロス大王とは？  
大雑把にはギリシア人、正確にはマケドニア人。 

 ギリシア人はヘレネス（ギリシア人）とバルバロイ（辺境人）の区別に敏感。 
 マケドニア人のギリシアへの憧れと引け目。 
 父フェリッポ２世はついにマケドニアからギリシアを平定。 
 その際に哲学者アリストテレスはアレクサンドロスの家庭教師に。 
 
③ アレクサンドリアはギリシアの都市？ 
 エジプトに建設された都市。 
 
④ なぜギリシア人がエジプトに？ 
 アレクサンドロス大王の遠征事業の産物。 
 エジプト以外にも同名の都市が征服地に数多く建設された。 
 
⑤ なぜ遠征を？ 
 ペルシアとの長年にわたる交戦関係があった。 
 遂にペルシアを征服。 
 征服地にギリシア文化を伝播させようという強い意気込みがあった。 
 そのあらわれが、各地へのアレクサンドリアの建設。 
 文化の伝播をペルシア以外のオリエント世界（エジプト・シリア）にも広げる。 
 後世１９世紀の歴史家ドロイゼンは『ヘレニズム』と造語する。 
 
⑥ エジプトの首都として 
 大王の死によって征服地はギリシア人の３王朝に分裂 

東に、セレウコス朝シリア 
エジプト方面に、プトレマイオス朝エジプト 
本国に、アンティゴノス朝 

 そして、アレクサンドリアはプトレマイオス朝エジプトの首都になる。 
多くのギリシア人が移住。エジプトでギリシア語が広まる。 

 
⑦ アレクサンドリアの繁栄 
 エジプト各地にギリシア風の都市が建設 
 地の利を得て貿易都市として発展＝外国人がたくさん来訪＝国際都市 
 ファロスの大灯台（Bc250）の建設＝世界の七不思議 
 
⑧ ローマの台頭とアレクサンドリア 
 紀元前１世紀、豊かなエジプトの穀倉地帯が狙われる。 
 プトレマイオス１２世没後、クレオパトラ(18)、プトレマイオス１３世(10)共同統治。 



 姉弟の仲たがい⇒クレオパトラはシリアへ追放。 
 カエサルのエジプト遠征時にクレオパトラ復権。 
 ★１回目のアレクサンドリア図書館の危機。（王朝の衰退） 
カエサル没後はアントニウスに接近。 

  
△クレオパトラ 上・下 宮尾登美子著 朝日新聞社 １９９６ 

 △アントニーとクレオパトラ 坪内逍遥訳 Ｗｼｪｸｽﾋﾟｱ作 早稲田大学出版部 １９１５ 
  △クレオパトラの謎 吉村作治著 講談社現代新書 １９８３ 
  
クレオパトラ３９才で自殺。プトレマイオス朝エジプト滅亡。 

 
⑨ ローマの属州の都市として 
 ローマ帝国の第二の都市として繁栄。 
 キリスト教の布教。ＡＤ４８ マルコ（四大福音書の一人）が初代エジプト教会教主。 
 ローマ皇帝のキリスト教徒への迫害。 
 哲学者セネカ(BC4～AD65)、地理学者ストラボ（BC64～AD65）も逗留。 
 ドミティアヌス帝(51～96)はパラティーノ図書館再建にアレクサンドリア図書館利用。 
 パルミラ女王ゼノビアとウレリアヌス帝の戦いによる図書館への災禍。 
 ★２回目のアレクサンドリア図書館の危機（内乱） 
 
⑩ ミラノ勅令（３１３年）後のアレクサンドリア 
 キリスト教を公認。 
ローマ帝国の首都はローマからコンスタンティノープルへ。 

 アレクサンドリアのキリスト教徒の受難は続く。（別添） 
 ４世紀、大主教テオフィロスによる図書館の破壊。 
★３回目のアレクサンドリア図書館の危機（新興キリスト教による破壊） 
ローマ帝国の分割。アレクサンドリアは東ローマ（ビザンティン）帝国に。 

 
⑪ イスラム帝国の支配下に 
 第二代カリフ ウマルの６４２年にアムル将軍アレクサンドリア入城。 
 図書館蔵書の焚書の逸話誕生 
★４回目のアレクサンドリア図書館の危機（ムスリムによる破壊） 
７世紀後半、アラブ人ウマイヤ朝（ダマスクス）がエジプト占領。 

 
 
 
⑫ アッバース朝の支配下 
 ７５０年、バグタッドを首都とするアッバース朝の成立 
 バグダッドに「知恵の館」誕生。 
 帝国の文物はバグダッドへ。 
★ ５回目のアレクサンドリア図書館の危機（バグダッドへの流出） 

 
13 ファーティマ朝の誕生とカイロ建都 
チュニジアで興ったファーティマ朝がエジプト、シリア占領。 



１０世紀半ばに首都カイロを建設。エジプトの政治の中心としての役割終了。 
★６回目のアレクサンドリア図書館の危機（都市の没落） 

 
⑭ 十字軍の来襲 
 第６回、第７回十字軍はエジプトへ侵入。 
★７回目のアレクサンドリア図書館の危機（盗難） 
★度重なる歴史上の危機に加え、１０００年前のプトレマイオス朝、ローマ時代の言語はア

レクサンドリアでは死語に等しく、資料の価値がわからないという危機。 
 
⑮ 現代まで 
・灯台の崩壊（１４世紀） 
・１９世紀。イースタンブール、マルセイユ、ジェノヴァにつぐ地中海第四の貿易港。 
・エル・アラメインの戦い。 
アレクサンドリアに迫ったロンメル将軍のドイツ軍をモンゴメリー将軍の英軍が撃退。 

・図書館の遺蹟 
カノポス街道沿いは確実視されているが、未だに図書館の遺構は発掘されず。 

 
参考文献 

詳説世界史 村川堅太郎他３名著 山川出版社 １９８５ 
新版世界史用語集 全国歴史教育研究協議会編 山川出版社 １９８３ 
世界の国ぐにの歴史５エジプト 河合美喜夫、川原崎剛雄著 岩崎書店 １９９０ 
旅する２１世紀ブック望遠郷１４エジプト・北アフリカ 同朋舎 １９９７ 
 



（別添４）

622 ムハンマド（マホメット）
632 正統派カリフ（４代）
661 ウマイヤ朝

首都ダマスクス　アラブ人
750 アッバース朝

首都バグタッド　アラブ人
751 タラス河畔の戦い　唐

756 後ウマイヤ朝
首都コルドヴｧ　　アラブ人

イラン人要職に
909 ファーティマ朝 二重構造

首都カイロ　アラブ人シーア派
929 カリフ自称 カリフ自称　中カリフ国

西カリフ国 東カリフ国
946 ブワイフ朝　イラン人

政権を握る／アッバース朝は存続
1055 セルジューク朝　トルコ人

政権を握る／アッバース朝は存続
小アジア進出

1096 第１回十字軍(聖地回復○)
1099 イェルサレム王国建国
1147
1149

1169 アイユーブ朝　アラブ人
1187 イェルサレム王国滅亡　　　　　⇔ 　国王サラディン
1189
1192
1202 第４回十字軍(コンスタンティノープル×）

1228 第５回十字軍(聖地回復△)
[1241] ワールシュタットの戦い（モンゴルの侵入）

1248 第６回十字軍(エジプトへ×)
1250 マムルーク朝　トルコ人 フラグ(チンギスハンの孫)侵入

← 撃退　　　　　→ 1258 イル・ハン国　モンゴル人(～1411)
1270 第７回十字軍(チュニスへ×) 強盛となる [1299] (小アジアにオスマントルコ興る)

1271 マルコ＝ポーロ東方へ出発(～1295) 14C ティムール帝国
1492 グラナダ陥落 オスマントルコの強盛

ポルトガル・スペイン 1517　エジプト・アラビアを版図に

【モロッコ・イベリア半島方面】

初 期 イ ス ラ ム 諸 国 関 係 図

第２回十字軍(聖地防衛△)

第３回十字軍(聖地回復×)

【ヨーロッパキリスト教側の動き】

【アラビア・シリア・メソポタミア】

【エジプト方面】



（別添５） 
キリスト教 

 
① イエス誕生の頃のイスラエル 
 宗教はユダヤ教。 

多神教ばかりのオリエントにあって一神教。 
救世主がユダヤ民族を救うという選民思想。 
紀元前の苦難 

   エジプト、バビロニア両大国の下での苦難。 
   ダビデ、ソロモン王の時代は例外的な繁栄。 

当時の苦難 
   ローマの圧政。救世主（メシア）待望論。 
 
② イエスの誕生とその一生 
イエスの行い。彼を救世主とみる信者の増加。⇒奇跡物語 
ユダヤ教の指導部は、イエス＝メシアを認めず。 
 イエスの教えはユダヤ人だけでなく全ての人が神によって救われる。 
イエスは教義を惑わす者として、冤罪でローマ総督に引き渡す。⇒十字架 

  
③ 弟子達による布教 
イエスの死後、多くの弟子達がイスラエルだけでなくローマ帝国各地で布教。 

 同時期、ローマが共和制から帝政ヘ移行。⇒皇帝崇拝の強要 
 キリスト教は一神教のため、帝国の政策と相容れず。 
 
④ ローマ帝国による迫害 
 ６４年 ネロ帝による迫害 
  その後も度重なる迫害により殉教者を出すが、地下で確実に広がる。 
３０３年 ディオクレティアヌス帝による最後の大迫害 

 
⑤ ミラノ勅令から国教化まで 
 ３１３年 コンスタンティヌス帝がミラノ勅令によりキリスト教を公認。 
 ３２５年 ニケーア公会議 教義統一のため、皇帝主催により開催。 
  アタナシウス派の三位一体説を正統な教義とする。 
   三位一体＝父なる神、子なるイエス、聖霊の３者は等質で不可分。 
  アリウス派は異端とされローマの域外で布教。 
  エジプトのコプト(教)はアリウス派のため、ミラノ勅令前と同様、地下活動へ。 
 ３８０年 テオドシウス帝がキリスト教を国教にする。 
 ３９２年 他の全宗教を禁止。キリスト教が統治の手段。 
 
番外１ 聖書の原型が誕生（２世紀～４世紀） 
 ユダヤ教の教典にあたる聖書が旧約聖書 

アダムとイヴ、モーセの出エジプトや十戒、ダビデ、ソロモンの活躍など 
 キリスト誕生以降の伝道を教典化したものが新約聖書 



  キリストの生涯と伝道の記録を記した「４福音書」（４人がそれぞれ執筆） 
  直弟子の活動の記録として「使徒行伝」 
  信者などにあてた手紙 
  ヨハネの黙示録 
   
番外２ ネストリウス派 
 イエスの神性と人性を分離する教え。 
 ４３１年エフィソス公会議で異端として追放。 
 ササン朝ペルシア内で布教。更にシルクロードを伝わり唐では景教として流行。 
 プレスタージョンの王国伝説（ヨーロッパより遥か東方にキリスト教国が存在する。） 
 
⑥ ローマ帝国の崩壊と教会権力の強化 
 東西ローマ帝国への分裂 
 西ローマ帝国は滅びるが、教会権威としてローマ教皇は残る。西欧に影響力 
 東ローマ帝国は政教一体で１５世紀まで存続。東欧に影響力⇒ギリシア正教会 
 ギリシア正教会 ロシア、ベラルーシ、ウクライナ、ルーマニア、ブルガリア、 

マケドニア、ギリシアなど。 
  東ローマ滅亡後は、ロシアが庇護。     
キリスト教以外の学問の地位低下。 
５２９年 ユスティアヌス帝、アテネの学校閉鎖。 
東方のペルシアへの学問流出。間髪入れず、ペルシアにイスラム帝国進出。 
 

⑦ 次のキリスト教の転機 
 十字軍（第1回は１０９９年）による聖地イスラエルへの遠征 
  エルサレムは６３８年にイスラム帝国の版図になっていた。 
   カリフ自らエルサレムに赴き、現地のキリスト教徒の安全を保障。 
   ４００年以上経っての行動は、東ローマ版図にイスラムが侵食したことがきっかけ。 
 ２００年に渡る７回の十字軍の結果、その担い手である騎士、商人の地位向上。 
 軍事から商業交流、イスラム圏経由の東方貿易。⇒イタリア各都市の繁栄 
 オスマントルコによって東ローマ帝国滅亡。⇒亡命学者 
 
⑧  中世ルネッサンス 
 諸条件が整い、ギリシア・ローマの学問・学芸が復興 
 
 
 
⑨  イエズス会と宗教改革 
 イベリア半島をイスラム教徒から奪回。 
 ドイツでルターの宗教改革 ⇒ プロテスタント 
  プロテスタント イギリス、ドイツ、オランダ、デンマーク、ノルウェー、 

スウェーデンなど 
ローマ教会側もイエズス会の活動など ⇒ ローマカトリック 
 ローマカトリック イタリア、スペイン、ポルトガル、フランス、ベルギー、 

アイルランド、ポーランド、中南米、フィリピンなど 
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聖書 日本聖書協会 １９８１ 
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世界の国ぐにの歴史５エジプト 河合美喜夫、川原崎剛雄著 岩崎書店 １９９０ 
旅する２１世紀ブック望遠郷１４エジプト・北アフリカ 同朋舎 １９９７ 

 



「図書館の興亡」人名辞典 
 
アウグスティヌス 
 ３５４～４３０ 異教より回心した教父。混迷の西ローマで、カトリック教義の確立に尽く

す。２２巻からなり教会と信仰の最後の勝利を主張した「神の国」を著す。 
 
アッシュール＝バニパル 
位前６６９～前６２６ アッシリア王。鉄製の武器と戦車によって全オリエントを統一。大

図書館を建設。王の死後、重税と圧政のため服属民族が反抗。王国はエジプト、ﾘディア、新バ

ビロニア、メディアに分裂。 
 

アリストテレス 
 前３８４～前３２２ ギリシアの大哲学者。プラトンに学ぶ。哲学だけでなく諸学を集大成。

著書多く、イスラム哲学や西洋観念論哲学に与えた影響は大きい。著書「政治学」はアレクサ

ンドロス大王への講義材料とされる。 
 
アレクサンドロス大王 
 前３３６～前３２３ フィリッポス２世の子。少年期アリストテレスに学ぶ。父の暗殺で即

位し、反乱を鎮圧。全ギリシア連合軍を率いて東方遠征。ペルシア（アケメネス朝）を滅ぼし、

全西アジアを征服。ギリシア・エジプト・アジアにまたがる大帝国を建設。東征途上に約７０

のアレクサンドリア市を建設し、西アジアへのギリシア風の文化・生活様式拡散の拠点となる。

前３３１年建設着工したエジプトの市が最も有名。アラビア遠征を企画中、バビロンで急病死。 
 
ヴェルギリウス 
 前７０～前１９ 古代ローマ最大の詩人。大叙事詩「アエネイス」他。 
 
エラトステネス 
 前２７５～前１９４ キレネ出身の天文学者。ムーゼイオンの館長を勤めた。地球を球形と

し、その周長を影の角度から計測。他の天文学・地理学上の業績もある。 
 
カエサル 
 前１００？～前４４ 名門出の平民派政治家。第１回三頭政治に参加し、ガリアに遠征。ポ

ンペイウスと対立してこれを打倒し、前４６年天下を統一。元老院を圧伏。終身ディクタトル

となって諸改革を実施したが、専権のため共和派によって暗殺された。 
 
クレオパトラ 
 前６９～前３０ エジプトのプトレマイオス朝最後の女王。ギリシア系の美人で、カエサル、

アントニウスを次々に魅了。王位を保持。オクタヴィアヌスに敗れ、絶望、自殺。 
セネカ 
 前４頃～６５ ストア派哲学者。ネロの師。ネロに自殺を強制された。著書に「幸福論」。 
 
司馬遷 
 前１４５頃～前８６頃 前漢の史家。父を継いで史官となる。前９９年匈奴に捕らわれた将

軍李陵を弁護して武帝の怒りにふれ宮刑に処せられ、以後全力を傾け「史記」を完成した。 



 
ジョナサン＝スウィフト 
 １６６７～１７４５ アイルランド生まれの英国人風刺作家。ウィリアム・テンプル卿の秘

書、聖パトリック寺院副監督をつとめながら、政府攻撃の論文を書きまくり、当時の社会に対

して絶えず不平を抱いていた彼は晩年妻を失った後、痴呆性疾患にかかり狂死。 
 
ソクラテス 
 前４６９頃～前３９９ アテネの人。ソフィストに反対して普遍的・客観的真理の存在と知

徳合一を主張。その自覚は対話で得られると説く。フィロソフィア（知を愛することの意。哲

学の語源）という。衆愚裁判の判決も「法なり」として従容と死につく。 
 
ウィリアム＝テンプル 
 １６２８～１６９９ イギリスの外交家、政治家、著述家。ロンドン生まれ。外交家として

フランスに対抗してオランダ、スウェーデンと同盟条約の締結に成功。オランダに対する深い

見識を持ってイギリス外交を指導。 
 
ネロ 
 位５４～６８ 暴虐で有名な皇帝。キリスト教を迫害。人心を失い、追放されて自殺。 
 
プラトン 
 前４２７～前３４７ ソクラテスの弟子。イデア論に立脚して観念哲学を説き「対話編」を

残す。少数の哲人が統治する哲人政治を理想として「国家論」を著す。 
 
ヘロドトス 
 前４８５～前４２５ 小アジアのハリカルナソス出身の歴史家。ペルシア戦争（前５００～

前４４９）史を記述。世界最古の個人による体系的歴史叙述で「歴史の父」と呼ばれる。 
 
フランシスコ＝ベーコン 
 １５６１～１６２６ イギリスの科学者・哲学者。実験と観察を重視して経験論（帰納法）

の基礎を確立した。近代科学方法論のはじめである。 
 
 
リチャード＝ベントリー 
 イギリスの古典学者「ファラリス書簡集」が偽者であることを解明。 
 
ホメロス 
 前８Ｃ 最古の叙事詩「イリアス」「オデッセイア」の作者または編者とされる盲目の詩人。

実在には異説もある。 
 
メディチ家 
 フィレンチェの大富豪の一族。１４Ｃより隆盛となり、１４３４年政権を握ったコジモに始

まり、その孫ロレンツォは専制君主として市制に君臨したが、文芸・美術の愛護に努めたため

フィレンツェがルネッサンスの中心となりえた。例えば１４５３年オスマントルコに滅ぼされ

た東ローマからの亡命古典学者は、上陸地ヴェネツィアの専制君主が学問に関心がなく多くが

フィレンツェで保護された。 
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